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研究成果の概要（和文）：動脈管においてプロスタグランジン E(PGE)はアデニル酸シクラーゼ(AC)を介
し血管拡張およびヒアルロン酸(HA)に基づく内膜肥厚の作用を及ぼしている。本研究では AC6 により HA

産生が亢進し、AC2 でその作用が抑制される事を明らかにした。AC2/6 刺激薬である FD1 は、内膜肥厚を

生じずに PGE よりも長時間の動脈管拡張作用を示した。FD1 は現在の治療薬である PGE にとって変わる新

しい動脈管治療薬となる可能性がある。	
 

 
研究成果の概要（英文）：Prostaglandin E induces vasodilation and intimal thickening (IT) in 
the ductus arteriosus via activation of adenylyl cyclases (AC). We revealed that AC6 is 
responsible for hyaluronan production and AC2 inhibited it. Stimulation of both AC2 and 
AC6 by FD1 induced longer vasodilation without IT. FD1 may be a novel alternative 
therapy to currently available PGE therapy for ductus arteriosus. 
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１．研究開始当初の背景 
動脈管開存症（PDA）は早産児において生命

予後を左右する重大な疾患である。また、動

脈管依存性先天性心疾患の新生児では動脈

管を開存させておく事が必要である。動脈管

は他臓器に比しプロスタグランジンE(PGE)

に対する反応性が極めて高く、臨床において

はPGE合成阻害剤およびPGE製剤がそれぞれ

動脈管閉鎖、拡張の目的で投与されている。

しかしPGE受容体が全身に広く分布している

ためにこれらの薬剤の投与は他臓器にも作

用し、生命を脅かしかねない副作用の出現が

しばしば治療を困難なものにする。新生児医

療の分野ではPGEよりも特異的に動脈管に作

用する薬剤の出現が望まれている。	
 

 
２．研究の目的 
胎児期の動脈管においてPGEは、ヒアルロン
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酸(HA)産生による内膜肥厚を誘導し出生後

の閉鎖に向けて準備をしつつ，胎児期の閉鎖

を阻止するために動脈管を拡張していると

いう一見相反する作用を及ぼしている。PGE

は受容体を介してアデニル酸シクラーゼ（ア

C）を活性化することで細胞内cAMPが増加し

動脈管に作用すると考えられている。先行実

験のPCRでは９つあるACアイソフォームのう

ち胎生２１日ラット大動脈に比して動脈管

にAC２、５、６が高発現している事が明らか

になった。それぞれのACアイソフォームが動

脈管の内膜肥厚、収縮に対しどのような作用

を及ぼすかにつき検討することで、動脈管に

特異的に作用し、しかも内膜肥厚を招かず血

管拡張作用のみを有する新たな動脈管作用

薬を開発する事を最終目的に設定した。	
 

	
 
３．研究の方法	
 

(1)	
 動脈管培養細胞に対するAC２、５、６の

作用の検討	
 

胎生２１日目のwistar	
 ratより5-10匹分の動

脈管の組織を集め、コラゲナーゼなどの酵素

処理を施した後初代培養細胞を行う。継代数

４−７での細胞を使用する。	
 

①	
 cAMPに対する検討	
 

AC２、５、６それぞれのsi-RNA細胞を用いて

PGE110mol/lでの刺激下のcAMPを測定する。	
 

②	
 内膜肥厚に関する検討	
 

内膜肥厚形成には血管平滑筋細胞によるヒ

アルロン酸の増加が重要である。そこで以下

につき細胞培養液中のヒアルロン酸の濃度

を測定することで合成能を検討した。	
 

i)	
 AC２、５、６それぞれのsi-RNA細胞への

反応	
 

ii)	
 過大発現細胞におけるPGE110mol/lへの

反応	
 

	
 (2)	
 組織における内膜肥厚の検討	
 

①ラット早産児（胎生１９日）を帝王切開で

分娩させた後，AC２および AC６をそれぞれア

デノウィルスベクターを用いて遺伝子導入

で過大発現させ器官培養を行う。コントロー

ルと組織像を比較し、動脈管内膜肥厚に対す

る作用を検討する。	
 

②胎生18.5日目のAC５およびAC６ノックア

ウトマウスの動脈管の組織像を比較する。	
 

③単離した動脈管をAC２/６刺激薬である6-

［ N-(2-isothiocyanatoethyl1)aminocarbon

yl］forskolin	
 (FD１)、AC５/６刺激薬であ

る6-［3-(dimethyl	
 amino)	
 propionyl］-14	
 

15-dihydroforskolin	
 (FD６)の刺激下で４８

時間培養し組織像を比較する。	
 

(3)	
 単離した動脈管における血管拡張作用

に関する検討	
 

胎生２１日目のラット動脈管をリング状に

摘出しインドメサシンで収縮させた後、FD１、

FD６で刺激する。還流恒温槽に設置した圧ト

ランスデューサーを用いて血管張力を計測

することで血管張力への影響を検討する。	
 

	
 (4)	
 生体内におけるFD１、６の作用の検討	
 	
 

ラット新生児動脈管を全身冷凍法で観察し

た。	
 

①ラット新生児の動脈管閉鎖が生後何時間

かを調べる。	
 

②①の閉鎖時間に合わせてPGE1、FD１、FD６

を腹腔内注射し、注射後の時間を追って動脈

管径の観察を行う。	
 

	
 
４．研究成果	
 

(1)	
 動脈管培養細胞に対するAC２、５、６の

作用の検討	
 

	
 

①培養細胞に対する PGE 刺激ではコントロー
ルに比して si-AC２、５、６すべてにおいて
cAMP 産生が低下していた。	
 
	
 
②内膜肥厚に対する検討	
 
i)



 

 

si-AC２、５では PGE 刺激に対する HA 産生に
影響がなかったのに対し、si-AC６において
は有意に HA 産生の低下を認めた。	
 	
 
	
 
	
 
ii)	
 AC６過大発現細胞では PGE 刺激に対する
HA 産生が有意に亢進していた。興味深いこと
に AC２と６を同時に過剰発現させた細胞で 
は PGE 刺激に対する HA 産生亢進を認めなか
った。 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
(2) 組織における内膜肥厚の検討 
①AC６過剰発現の動脈管では内膜肥厚が有
意に促進されたが、AC２と６同時の過剰発現
ではコントロール、AC２過剰発現の動脈管の
内膜肥厚と有意差がなかった。	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 
②AC５ノックアウトマウスではコントロー
ルと同程度の内膜肥厚形成を認めたが、AC６
ノックアウトマウスにおいては内膜肥厚が
抑制されていた。	
 
	
 
	
 

	
 
③FD1 においては内膜肥厚形成を認めず、FD
６では内膜が肥厚していた。	
 
	
 

	
 
以上より、内膜肥厚形成に必要な HA 産生能
は AC６を介して促進されるが、AC２の同時発
現で AC６の HA 産生亢進能が抑制されること
が示唆された。	
 
	
 
	
 
(3)	
 単離した動脈管における血管拡張作用
に関する検討	
 
FD１、FD６はともにインドメサシンで収縮し
た動脈管を拡張させた（Figure	
 A）。	
 



 

 

	
 
(4)	
 生体内における FD１、６の作用の検討	
 
①ラット動脈管は生後１時間で閉鎖してい
た（Figure	
 B）。	
 
	
 
②生後１時間に PGE1、FD１、FD６を投与した
ところ、FD１は PGE1と同等かそれ以上の動脈
管拡張作用を示し、かつ、作用時間が長かっ
た（Figure	
 C、D）。FD６は動脈管拡張作用を
認めたものの呼吸抑制のため総てのラット
が死亡した（Figure	
 D）。	
 
	
 
以上より、FD１は動脈管においてヒアルロン
酸産生による内膜肥厚を生じさせず、長時間
の血管収縮作用を示す事が示唆された。今後
PGE にかわる治療薬となりうると思われる。	
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